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種を播き、水をやり、花を咲かせて実らせる
たゆみない努力の積み重ねによって絶えず新しい仕事を創造していきます。

ニチレキグループは、「道」創りを通して社会に貢献するため、

▶ 優れた機能とコストを満足する道路舗装材料ならびに工法の提供
▶ 国民の共有資産である「道」をいつも見守る高度なコンサルティング
▶ 顧客から信頼される施工技術

これらを完全に一体化し、株主をはじめ幅広い顧客の皆様から信頼される
「道」創りになくてはならない収益性に優れた企業グループであり続けるとともに、
社員一人ひとりが能力を発揮でき、働きがいのあるグループであることを経営理念とします。

基本理念（種播き精神）

経営理念

ニチレキグループ企業理念



　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　ここに、第79期（2022年4月1日から2023年3月31日まで）の株主通信をお届けするにあたり、ご挨拶
申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症による悪影響が和らぎ、景気回復基調をたどったものの、エネルギー価格の高騰、
原材料不足に伴う一部生産活動の停滞、中国の一部都市でのロックダウンの影響に伴うサプライチェーンの
混乱等の景気下押し要因も強く意識される展開となりました。また、世界的なインフレ警戒感の高まりを背
景に、各国が金融引締め政策に舵を切ったことから、内外金利差の拡大に伴う為替相場の変動に加え、債券
価格の下落やマネーフローの変化等により欧米の一部金融機関の経営問題がクローズアップされる等、先行
きに対する警戒感が高まる状況となっています。
　当社グループを取り巻く事業環境につきましては、防災・減災、国土強靭化対策など建設需要の高まり等
を背景に公共投資は全体としては底堅く推移しているものの、地域別の予算・事業量、執行の進捗状況等に
大きな差が生じたことに加え、原材料価格が高値圏で目まぐるしく変動し、収益を圧迫いたしました。当連
結会計年度末時点においても、業績に影響を与える原油価格や為替相場の動向等に引き続き注視を要する状
況が続いております。
　このような事業環境の中、当社グループは、中期経営計画『しなやか2025』の2年目として、迅速かつ的
確な意思決定のもと、組織一丸となって持続可能な企業グループとして成長してい
くことを目指し、各施策に取り組んでまいりました。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお
願い申し上げます。

2023年6月

代表取締役社長

小 幡   学
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株主の皆様へ



営業成績
　当連結会計年度の業績につきましては、売上高は78,397百万円（前期比0.5％増）、営業利益は7,566百万円（前
期比11.7％減）、経常利益は8,104百万円（前期比13.0％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は、退職給付制度
改定益1,202百万円を特別利益に計上したことにより6,284百万円（前期比7.7％減）となりました。
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営業の概況



事業別概況

◉ アスファルト応用加工製品事業
　アスファルト応用加工製品事業につきましては、原材料価格の乱高下への対応に加え、「長寿命化・
高性能化」や「環境負荷低減」を図る高付加価値製品の設計・受注活動の更なる強化により販売拡
大に努めてまいりました。売上高は27,175百万円（前期比5.3％増）となり、セグメント利益（営
業利益）は6,014百万円（前期比8.8％減）となりました。

◉ 道路舗装事業
　道路舗装事業につきましては、防災・減災、国土強靭化対策をはじめとする工事が順調に進捗し
ましたが、使用する材料の価格高騰等の影響により原価率の上昇を余儀なくされ、また、公共事業
の進捗が遅れた地域もありました。売上高は50,913百万円（前期比1.9％減）となり、セグメン
ト利益（営業利益）は4,630百万円（前期比7.3％減）となりました。

◉ その他
　その他につきましては、不動産賃貸収入などにより、売上高は308百万円（前期比1.5％増）と
なり、セグメント利益（営業利益）は224百万円（前期比1.6％減）となりました。
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トピックス

　「スーパーコンテナファルト」はコンテナを積載した重いトレーラが通行しても、「わだち掘れ」や「ひび割れ」が
今までの改質アスファルトより起こりにくく、長期にわたり安全で快適な舗装を提供することができる改質アスファ
ルトです。さらに、施工時の温度をこれまでのアスファルトより低くできるため、工事に伴うCO2の排出が抑制でき、
地球環境にも配慮した製品です。
　2021年7月、国土交通省より「超重交通に対応する長寿命舗装技術」の公募があり、当社は、「スーパーコンテナファ
ルト」を提案し採用になりました。
　2022年10月「R4新4号国道古河地区舗装工事」にて適切な施工管理のもと良好な出来形を確保しました。
　ニチレキグループは、今後も「道」創りを通して社会に貢献するため、多くの皆様に信頼が得られる製品・工法の
提供に取り組んでまいります。

スーパーコンテナファルトの活用
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　当社は、幅広いステークホルダー
の皆様に、当社の活動をより一層ご
理解いただくことを目的に、企業イ
メージ動画を制作しました。
　環境に配慮した製品・工法を開発・
提供することにより、持続可能な未
来の実現に貢献し続ける姿勢を、躍
動感のあるバスケットボールのゲー
ムに重ねて表現しております。
　な お、 当 社 は2022年7月 よ り
男 子プロバスケットボールリーグ
B.LEAGUEに所属する宇都宮ブレッ
クスのオフィシャルスポンサーとな
りました。本動画はホームゲーム会
場内においても放映されております。

企業イメージ動画
（ニチレキホームページ）

「企業イメージ動画」で企業価値をアピール
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　2022年11月24日～25日に東京ビッグサイトにて「ハイウェ
イテクノフェア2022」が開催されました。
　今回で通算14回目の出展となり、ヒートロック工業と共同出
展しました。高速道路、橋梁の長寿命化に寄与する製品・工法、
点検DXシステムをメインに、「足すテナビリティTM」のキーワー
ドとともにニチレキグループの最新の舗装長寿命化技術の情報を
ご紹介しました。
　高速道路の関係者や大手舗装業者の方も来場され、中でも新製
品の長寿命化・低炭素化に寄与する改質アスファルト（スーパー
シナヤカファルト）への注目度の高さが感じられました。

ハイウェイテクノフェア2022へ出展

　2022年12月7日～9日に「社会インフラテック2022」が開催されました。「社会インフラテック」とは、日本経
済新聞社、インフラメンテナンス国民会議が主催する、持続可能な社会資本整備をテーマとした展示会です。

　当社グループの展示ブースでは、SDGsの取り組み
として、スーパーシナヤカファルトやアスウッド舗装

（間伐材などを使用した舗装）、DXの取組みとして、
G
グ ロ ー カ ル ア イ ズ
LOCAL-EYEZ（スマートフォンによる道路点検シス

テム）、s
ス マ ー ト
mart床版キャッチャー（電磁波技術による非

破壊橋梁調査車）などの最新の点検技術の紹介を行い、
好評を博しました。
　開催初日の12月7日には、展示会をご視察に来られ
た斉藤鉄夫国土交通大臣がニチレキブースにご来訪さ
れました。小幡代表取締役の説明により、スーパーシ
ナヤカファルトの柔軟性をご体験いただきました。

「社会インフラテック2022」へ出展

トピックス

左：斉藤鉄夫国土交通大臣　右：小幡代表取締役
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連結貸借対照表
（単位：百万円）

科目 第78期 第79期

資産の部

流動資産 56,561 54,867

固定資産 31,864 36,606

　有形固定資産 22,384 23,077

　無形固定資産 685 704

　投資その他の資産 8,794 12,823

資産合計 88,425 91,474

負債の部

流動負債 19,441 17,650

固定負債 908 1,353

負債合計 20,349 19,003

純資産の部

株主資本 65,177 69,713

　資本金 2,919 2,919

　資本剰余金 3,681 3,681

　利益剰余金 59,235 64,236

　自己株式 △659 △1,124

その他の包括利益累計額 2,897 2,756

　その他有価証券評価差額金 1,889 2,127

　繰越ヘッジ損益 332 66

　為替換算調整勘定 109 152

　退職給付に係る調整累計額 566 409

純資産合計 68,075 72,470

負債及び純資産合計 88,425 91,474

連結損益計算書
（単位：百万円）

科目 第78期 第79期

売上高 78,001 78,397
売上原価 59,681 60,935
売上総利益 18,320 17,462
販売費及び一般管理費 9,754 9,896
営業利益 8,566 7,566
営業外収益 786 962
営業外費用 41 424
経常利益 9,311 8,104
特別利益 724 1,383
特別損失 168 249
税金等調整前当期純利益 9,867 9,238
法人税、住民税及び事業税 2,964 2,137
法人税等調整額 90 816
法人税等合計 3,055 2,954
当期純利益 6,811 6,284
親会社株主に帰属する当期純利益 6,811 6,284

連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

科目 第78期 第79期

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,737 6,556

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,361 △5,834

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,430 △3,115

現金及び現金同等物に係る換算差額 35 11

現金及び現金同等物の増減額 3,980 △2,382

現金及び現金同等物の期首残高 23,110 27,091

現金及び現金同等物の期末残高 27,091 24,709

連結財務諸表（要約）
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代表取締役社長 小　幡　　　学
代表取締役副社長 川　口　裕　司
常 務 取 締 役 羽　入　昭　吉
常 務 取 締 役 戸　塚　浩　行
取 締 役 山　本　　　淳
取 締 役 伊　藤　達　也
取 締 役 ※1 小　林　　　修
取 締 役 ※1 渋　村　晴　子
取 締 役 ※1 城　處　琢　也
取 締 役 ※1 福　田　美詠子
常 勤 監 査 役 野　原　正　昭
監 査 役 形　岡　昭　彦
監 査 役 ※2 蟹　谷　　　勉
監 査 役 ※2 川　手　典　子
※1 社外取締役であります。
※2 社外監査役であります。

商 号 ニチレキ株式会社

本社所在地 東京都千代田区九段北四丁目3番29号

設 立 1949年9月

資 本 金 29億1千9百万円

従 業 員 数 972名（連結）、442名（単体）

主な事業内容
◦  アスファルト応用加工製品の製造・販売、建築・土木用資材の製造加工・販売
◦  道路舗装工事・防水工事・上下水道工事ならびにその他の土木工事の請負およ

びこれらに関する調査・設計・監理
◦測量・地質調査
◦  コンピュータ情報サービス・ソフトウェアおよび情報処理機器の開発・販売
◦  屋内外の各種表示および広告の企画･設計･施工ならびにこれらに使用する印刷

物の製造および販売

取締役・監査役一覧（2023年6月29日現在）会社の概要（2023年3月31日現在）

事業所（2023年4月1日現在）

北海道ニチレキ工事株式会社
東北ニチレキ工事株式会社
日瀝道路株式会社
日レキ特殊工事株式会社
中部ニチレキ工事株式会社
近畿ニチレキ工事株式会社
中国ニチレキ工事株式会社
四国ニチレキ工事株式会社
朝日工業テクノス株式会社
九州ニチレキ工事株式会社
ラインファルト工業株式会社

主な子会社（2023年4月1日現在）

本社

支　店：11ヶ所
営業所：38ヶ所
出張所：12ヶ所
工　場：19ヶ所
研究所：1ヶ所

東関東支店

中部支店
関西支店

東京支店

関東支店

東北支店

技術研究所

北海道支店

四国支店
北陸支店

中国支店

九州支店
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◦発行済株式総数および株主数
発行可能株式総数 90,000,000株
発行済株式の総数※ 30,262,048株
株主数 9,826名
※ 自己株式1,423,907株を除く。

◦株価の推移

◦大株主

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 3,381 11.17
光通信株式会社 1,681 5.56
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 1,184 3.91
株式会社みずほ銀行 1,108 3.66
ニチレキ取引先持株会 1,108 3.66
三井住友信託銀行株式会社 1,100 3.63
MSIP CLIENT SECURITIES 636 2.10
公益財団法人池田20世紀美術館 630 2.08
DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO 557 1.84
ニチレキ従業員持株会 531 1.76

（注） 1.   当社は自己株式1,423,907株を保有しておりますが、上記には含め
ておりません。

 2. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。

株式の状況 所有者別株式分布状況

株価（円）
1,800

0

1,000

1,200

1,400

1,600

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
2022年 2023年

自己株式
14,239単元
4.5％

その他国内法人
65,400単元
20.7％

外国人等
55,396単元
17.5％

個人その他
80,822単元
25.5％

金融
94,825単元
30.0％

金融商品取引業者
5,558単元
1.8％

（注）  上記株式数および構成比率には、単元未満株式61,955株は含まれており
ません。
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

https://www.nichireki.co.jp/
〒102-8222 東京都千代田区九段北4-3-29
TEL：03-3265-1511 FAX：03-3265-1510

ニチレキ株式会社

株主メモ

「IR情報」サイトのご案内
当社ホームページの「IR情報」サイトでは、
株主・投資家の皆様向けの情報として、
決算発表資料等を適時掲載しております。
ぜひご活用ください。

URL: https://www.nichireki.co.jp/investors/

ご注意

▶住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様
は、特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお
申出ください。

▶未払配当金の支払いについて
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

事 業 年 度 毎年4月1日から3月31日まで
単 元 株 式 数 100株
定 時 株 主 総 会 毎年6月
期末配当基準日 毎年3月31日
公 告 方 法 電子公告
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
同 事 務 取 扱 所
郵便物送付先・（お問い合わせ先）

168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社証券代行部
Tel.0120-782-031（フリーダイヤル）

（お知らせ）
三井住友信託銀行株式会社のフリーダイヤルまたはホームページ
●フリーダイヤル　0120-782-031
●ホームページ　　https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/


